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1　は　じ　め　に

近年．食生活が向上し，野菜の需要も多様化の傾向にあ

る。トマトについてみると従来の大玉種だけでなく．レス

トランなどの業務用，家庭内でのサラダ用などにミニトマ

トの需用が急増している。

そこで，ミニトマトについて11品種を供試して果実の特

性・収量について検討したのでその結果を報告する。
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2　紋　験　方　法

青森県農業試験場圃場

マーブル100，ピコ，チェルシーミニ，

サンチュリー，シュガーランプ，プチ，

レッドペア，イエローペア，チェリー

ピンク，乙姫．タイニーテム

（3）播種月日　1986年4月27日（マーブル100のみ4

月30日）

衰1　生育と花房の着生節位

（4）定植月日　　6月22日（露地普通栽培）

（5）栽植距離　　うね幅100cm，株間40cm，1粂植

（6）施肥量（吻／〃）N；LO P205；1．0　K20；1．0

3　試験精果及び考察

定植時の生育は，草丈ではシュガーランプ，チェリーピ

ンクが高く，最も低いのはタイニーテムであった。展開葉

数が最も多かったのは，レッドペアで次いでイエローペア

と乙姫であった。

草勢は，レッドペア，イエローペアが強く，プチ，乙姫，

タイニーテムは，弱かった。

花房の着生は，第1花房の着生節位はプチが10．3と高く，

第2花房以降の着生節位は，はば一定間隔でマーブル100，

ピコ，チェルシーミニ．サンチェリー．シュガーランプ．

レッドペア，イエローペアは3節ごと－プチ，乙姫は2節

ごと，チェリーピンクは，5節ごと着生していた。タイニ

ーテムは，心止まり型でブッシュタイプを示した。

品　　　 種
定　 植　 時 花　　 房　　 着　　 生　　 節　　 位

草丈 （用） 集　 散 1　 段 2　 段 3　 段 4　 段 5　 段 6　 段 7　 段

マ ー ブ ル 10 0 4 5．4 9．5 8．4 1 1．4 1 4．4 1 7．5 2 0．4 2 3．4 ー

ピ　　　　　　　 コ 44．7 1 0．0 8．7 1 1．7 1 4．7 1 7．7 2 0．7 2 3．7

チ ェル シー ミニ 4 3．5 8．5 8．4 11．4 1 4．4 17．4 2 0．4 2 3．2

サ　 ン チ ェ リ ー 4 3．0 8．8 8．5 1 1．5 14．5 1 7．5 20．5 23．5

シ ュガ ー ラ ンプ 4 7．3 9．0 8．6 1 1．8 15．3 18．5 2 1．5 24．4 －

プ　　　　　　 チ 4 5．4 10．3 10．3 12．8 14．5 16．5 18．2 19．7 2 1．5

レ　 ッ　 ド　 ペ　 ア 4 1．4 10．8 9，3 12．3 15．3 18．3 2 1．3 2 4．3

イ エ ロ　ー ペ ア 4 1．4 10．7 9．7 1 2．7 15．7 18．7 2 1．7 2 4．7

チ ェ リー ピンク 4 6．7 8．9 8．0 13．7 18．6 － － －

乙　　　　　 姫 4 4．8 10．7 9．2 10．7 1 2．7 14．3 1 5．7 1 7．7 －

タ イ ニ ー テ ム 3 0．2 9 ．3 （．　 プ　 ．ッ　　 シ ．　 ユ　 ．タ　　 イ ． プ　　 ＿）

各品種の1花房当たりの着果数は，マーブル100では23

個，ピコでは14個．チェルシーミニでは25個，サンチェリ

ーでは25個．シュガーランプでは21個，プチでは8個，レ

ッドペアでは10個，イエローペアでは11個，チェリーピン

クでは106個，乙姫では7個であった。

収穫は，レッドペア，イエローペア，チェリーピンクで

は8月16日から始まり，その他の品種は8月4日から始ま

った。各品種とも9月17日で収穫を修了したが，完全に収

穫を終わった段数は．プチでは5段，チェリーピンクでは

1段，その他の品種では3段までであった。

上物収量は，チェリーピンクが最も多く，次いでシュガ

ーランプ，チェルシーミニ，ピコが多かった。マーブル100，

サンチェリーは，収穫数は多いが果重がやや小さいため収

量は多くなかった。イエローペア，レッドペアは，少収で
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妾2　着果数（株当たり）

品　　　 種
花　　　　　　　　　　　　　　 房 着 果 率

（％）1　 段 2　 段 3　 段 4　 段 5　 段 6　 段 7　 段

マ ー ブ ル 10 0 15 ．4 14 ．9 2 6 ．8 24 ．6 26 ．4 2 9 ．9 7 8 ．4
ピ　　　　　　 コ 9 ．6 9 ．0 11 ．5 18 ．4 1 7．3 1 7．5 9 1 ．9

チ ェル シ ー ミニ 9 ，0 9 ．3 1 2 ．8 16 ．6 16 ．0 1 4．1 － 9 2 ．0

サ ン チ ェ リ　ー 1 5 ．3 2 0 ．4 2 9 ．2 23 ．5 2 8 ．1 33 ．4
■－ 8 1 ．8

シ ュガ ー ラ ン プ 1 0 ．3 1 3 ．8 2 1 ．3 2 1．8 27 ．0 3 1．0 － 8 0 ．3

プ　　　　　 チ 7．0 6 ．7 6．7 8 ．2 8 ．7 9 ．7 1 1．5 9 3 ．8

レ　 ッ　 ド　 ペ　 ア 6，6 7．4 1 1 ．0 10 ．0 14 ．0 1 1．2 － 9 1．9

イ エ ロ　 ー ペ ア 5．8 7．4 1 3 ．0 1 1．9 10 ．1 19 ．8 － 8 3 ．1

チ ェ リ ー ピ ン ク 9 1．8 1 0 2，9 1 2 5 ．1

5 ．3乙　　　　　 姫 7 ．0 6 ．8 6 ．3 6 ．0 8 ．0 － 8 7．1

タ イ　 ニ ー テ ム
ー － － － － － －

蓑3　収量調査（株当たり）

品　　　 種

総　 収　 量 上 物 収 量
裂 果 率

（％）個 数
重 量

（タ）
個 数

重 量

（タ）

マ ー ブ ル 1 0 0 8 4 ．0 1 1 13 8 1．1 10 7 9 3 ．5

ピ　　　　　　　 コ 7 2 ．6 15 6 8 6 9 ．4 14 9 9 4 ．4

チ ェル シ ー ミニ 5 8 ．6 18 2 4 5 1．3 1 59 5 12 ．5

サ ン チ ュ リ　ー 10 3 ．4 13 4 1 10 0 ．8 13 10 2 ．5

シ ュ ガ ー ラ ン プ 8 3 ．6 18 4 7 7 5 ．1 16 6 0 10 ．2

プ　　　　　　 チ 5 0．1 11 38 4 7 ．1 10 7 6 5 ．4

レ　 ッ　 ド　 ペ　 ア 4 7．9 8 9 1 2 7 ．4 5 0 6 4 3 ．2

イ エ ロ　 ー ペ ア 4 8 ．9 8 6 7 3 6 ．4 6 4 4 2 5 ．6

チ ェ リ ー ピ ン ク 1 18 ．9 3 6 24 8 8 ．4 2 6 9 6 2 5 ．7

乙　　　　　 姫 3 4 ．9 13 19 2 9 ．5 1 11 5 1 5 ．5

タ　 イ ニ ー テ ム 20 3 ．5 1 2 14 1 4 9 ．7 8 9 8 2 6 ．4

蓑4　果実の特性

あった○また，タイニーテムは，収穫数は多かったが乗重

が小さいために少収となった。

裂果は，サンチェリー，マーブル100，ピコ，プチで少

なく，レッドペア，イエローペア，チェリーピンク，タイ

ニーテムで多かった。

果重は，チェリーピンク，乙姫が重くタイニーテム，サ

ンチェリー，マーブル100が軽かった。タイニーテム，乙

姫は玉揃いも悪かった。

果形は．チェリーピンクが長球で，レッドペア．イエロ

ーペアが洋梨形でその他の品種は，球形であった。

心室数は，乙姫が3室で他の品種は2室であった。糖度

は，マーブル100，サンチェリーが高かった。果色は，イ

エローペアが黄色，チェリーピンクがピンク色．タイニー

テムは赤色と黄色があり，レッドペアーは赤色であった。

品　　　 種
果 重

（タ）

果 実 径 （印 ）
心 室 数

硬 度

（吻 ）

糖 度

B r ix

（％）

果　 色 異　 形
縦 構

マ ー ブ ル 1 00 14 ．4 2 ．7 1　　 3．0 2 ．0 0 ．86 6 ．6 赤 球

ピ　　　　　　　 コ 2 0 ．1 3 ．3 3 ．2 2 ．0 1 ．27 6 ．2 赤 球

チ ェ ル シ ー ミニ 2 5．2 3 ．2 3 ．5 2 ．0 1 ．0 5 5 ，9 赤 球

サ ン チ ェ リ　 ー 1 3．1 2．6 2 ．8 2 ．0 0 ．9 0 6 ．8 赤 球

シ ュ ガ ー ラ ン プ 2 1．1 2 ．9 3 ．3 2 ．0 0 ．8 0 5 ．8 赤 球

プ　　　　　　 チ 18 ．6 3 ．0 3．2 2 ．0 1 ．17 5 ．1 赤 球

レ　 ッ　 ド　 ペ　 ア 16 ．3 4 ．4 2．7 2 ．0 1 ．15 5 ．0 赤 洋　 梨

イ エ ロ ー ペ ア 15 ．2 4 ．4 2．6 2 ．0 0 ．7 7 4 ．8 黄 洋　 梨

チ ェ リ ー ピ ン ク 28 ．7 4 ．6 3 ．3 2 ．1 0．8 6 4 ．9 ピ ン ク 長　 球

乙　　　　　 姫 28 ．6 3．2 3 ．8 3 ．3 1 ．12 4 ．4 赤 球

タ イ　 ニ ー テ ム 10 ．0 2 ．6 2．6 2 ．5 1 ．3 7 5 ．1 赤 球

タ イ　 ニ ー テ ム 5．6 2 ．0 2 ．1 2 ．4 1．0 8 5 ．2 黄 球

注．調査日：8月20日，8月29日，表示は2回の平均値。糖度計：アタゴ手持屈折計
硬度計二ユニバーサル型硬度計5毎（円筒型，径57肌）

4　ま　　と　　め

ミニトマト11品種を供して，露地栽培において品種特性

と生育・収量を検討した結果．サンチェリー，マーブル100

が，裂果が少なく，糖度も高く，収穫数も多く有望と考え

られた。

また，収穫期問の延長と品質向上の面から，露地栽培で

は，十分な成果を期待できず，施設での栽培が適している

と思われた。
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